
ホウ酸塩ガラス，結晶ならびに融体に関する

国際会議は，ホウ酸塩ガラスを中心にして，そ

れにホウ酸塩結晶ならびに融体の構造や物性の

基礎研究から工学的な応用研究までを含めた幅

広いホウ酸塩系ガラス物質に係わる世界で唯一

の国際的な会議である。この国際会議は，３年

毎にホウ酸塩系ガラスの研究者や関連する産業

の集積する欧米で主に開催されてきた。第１回

会議は１９７７年に米New York，第２回は１９９６

年に英Abington，第３回は１９９９年にブルガリ

ア Sofia，第４回 は２００２年 に 米Cedar Rap-

ids，そして２００５年に第５回は伊Trento で開

催された。第６回のホウ酸塩ガラス会議（The

６th International Conference on BORATE

GLASSES，CRYSTAL AND MELTS，BO-

RATE２００８）がアジア地域で始めて，ホウ酸

塩系ガラス研究に多大の貢献をしている日本で

２００８年８月１８日から２２日の期間に開催され

た。なお，BORATE２００８は，国際結晶学会

IUCr２００８Osaka（２００８年８月２３日～３１日）

のサテライト会議としても開催された。

BORATE２００８の対象となっているホウケイ

酸塩系ガラスは，化学的特性や機械的特性なら

びに熱特性が優れているために，ガラス材料の

主要な製品となっている。また，光学特性を活

かして，光ファイバー素材やランプ用材料の光

学ガラスとしても利用している。最近は，低融

点ホウ酸塩ガラスは，種々の積層コンデンサー

の焼結材料やランプ部品のガラスハンダ材料と

しての応用が期待されている。

我が国には，世界的な主要企業から中小企業

まで広範なガラス・セラミックス材料に関係す

る産業が集積しており，BORATE２００８の開催

の意義は大きい。BORATE２００８では，ホウ酸

塩系ガラス分野の第一線で活躍している世界的

に著名な国内外の研究者に講演を依頼し，充実

した討論を行うことができた。また，民間企業

の研究者や将来，ガラス関連の産業で研究開発

を目指す多くの学生にも参加していて頂き，ガ

ラスの基礎科学や産業分野の発展にも貢献する

事もできた。
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【開催日時】 平成２０年８月１８日（月）～２２日

（金曜日）の５日間

【開催場所】 イーグレひめじ（〒６７０―００１２姫路

市本町６８番２９０）

【主催団体】 財団法人高輝度光科学研究セン

ター

○共催 IUCr２００８Osaka，姫路市，日

本セラミックス協会ガラス部

会，日本鉄鋼協会関西支部

○協賛 英国 Society of Glass Technol-

ogy

【国内組織委員会】

○委員長 梅咲則正（JASRI）

○副委員長 平尾一之（京大），辰巳砂昌弘

（大阪府大）

○委員 赤井智子（産総研），岩舘 泰

彦（千葉大），大幸祐介（兵庫

県 立 大），大 野 英 雄

（JASRI），大鳥範和（新潟大），

梶並昭彦（神戸大），小玉正雄

（崇城大），忠永清治（大阪府

大），高田 昌樹（JASRI），高

田 章（旭硝子），半田克巳（京

大化研），矢澤 哲夫（兵庫県

立大），山本茂（日本電気硝子）

○国際組織委員

Prof．A．Clare（Alfred Univ．，

USA），Prof．G．Dallba（Univ．

Torento ，Italy ）， Prof ．Y ．

Dimitriev （ Univ ．Chem ．

Techno．，Buligaria），Dr．D．

Ehrt （ Friedrich ― Schiller ―

Univ．，Germany），Prof．S．A．

Feller（Coe College，USA），

Dr．E．Kamitos（National Hel-

lenic Research Foundation，

Greece），Prof . A . C . Hannon

（ISIS/RAL，UK），Dr．N．Ume-

saki（JASRI/SPring―８，Japan），

Prof . A . C . Wright（ Reading

Univ．，UK），Dr．N．M．Ve-

discheva（Inst．Silicate Chem．，

Russia），Prof．J．W．Zwanziger

（Dallhouse Univ．，Canada）

【参加者】 １１９名（海 外５０名，国 内６９

名，１６カ国）

【研究発表プログラムの構成】

○主要議題 第６回の会議では，従来のホウ

酸塩系ガラス物質の構造と物性

などの基礎研究の発表以外に，

図１ BORATE２００８で名誉を称えられたAdrian C. Wright 教授のプレナリートークの様子
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日本での開催の特色を活かした

ホウ酸塩ガラスやホウケイ酸塩

ガラスの工学的応用の研究テー

マや構造研究の新展開等も積極

的に取り上げた。

○セッション

�Structure and glass properties�１～�３
�Short and intermediate range order
�Thermodynamics and glass properties
�Spectroscopies and local structure
�Structure and modeling
�Novel borate glasses and crystals
�Phase separation and inhomogeneties/
Novel borate glasses and crystals

�Industrial and technological applica-

tions�１～�２
�Optical properties and materials
�Physical properties

○研究発表 招待講演（１７件），一般講演（２９

件），ポスター発表（５４件）

従来より，ホウ酸塩ガラス会議では，ホウ酸

塩ガラスの世界的な研究業績とガラスの科学へ

の貢献をした著名な研究者を選出して，その栄

誉を称える行事を行っている。今回のBO-

RATE２００８では，中性子線を用いたガラスの

構造解析のパイオニアであり，長年，ホウ酸塩

ガラスの構造と物性を研究された英国Univer-

sity of Reading の Adrian C．Wright 教授に贈

られた。図１は，８月１９日のオープニングセ

レモニーにおけるWright 教授のプレナリー

トークの様子を示す。図２は，BORATE２００８

への参加者の集合写真を示す。

研究発表は，招待講演が１７件，一般講演が

２９件とポスター発表が５４件であった。発表内

容は，構造解析やモデリング，物性研究等の基

礎的な研究からフラットパネルデスプレーのガ

ラス基板の工学的な応用研究まで，多岐にわた

る研究発表とそれに係わる熱心な討論が行われ

た。特に印象に残ったのは，固体NMRを用い

たホウ酸ガラス構造の研究発表が非常に盛んに

なり，その研究ポテンシャルが回折などの従来

の構造解析手法を上回る活況を見せていた。一

方，熱力学や物性値の研究発表は少なく，これ

らの研究が継続されるか危惧される。

BORATE２００８は，参加者の熱心な研究発表

と討論，会議運営を支援して頂いた国内外の組

図２ BORATE２００８参加者の集合写真
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織委員の先生方や献身的な貢献をして頂いた会

議スタッフの関係者に支えられて，盛会裏に５

日間の会議日程を終えることができた。

次回，第７回ホウ酸塩ガラス会議は，BO-

RATE２００８開催中に行われた国際組織委員の

会議により，２０１１年８月下旬に，Dalhousie

University の Josef W．Zwanziger 教授の主催

により，カナダのHalifax で開催されることが

決まった。また，カナダでの第７回会議では，

研究業績を称える名誉研究者に大阪府立大学学

長の南努先生が選出されることになった。
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